
２０２５年国際博覧会に係る誘致活動の展開について（案） 

                          平成 29年 4月 28日
                          大   阪   府

2025 年国際博覧会の誘致については、４月１１日にＢＩＥ（博覧会国際事務局）
への立候補及び開催申請手続きを進めることについて閣議了解がなされ、同２４日に

ＢＩＥに立候補を申請した。

 誘致委員会を中心としたオールジャパン体制のもと、これから取組みが本格化する。

関西としては、地域一丸となり、総力を挙げて国内機運の醸成や関連イベントの広域

的展開などに取り組むことが重要。

本年６月から始まるＢＩＥ総会、来年のＢＩＥ視察団来日への対応などを見据え、

関西の有する多彩な魅力、ポテンシャルを存分に活用するという観点から、関西広域

連合の構成府県市には、誘致実現に向けた格別のご理解、ご協力をよろしくお願いし

たい。

＜関西広域連合及び構成府県市による重点取組み例＞ 

○国内機運の醸成 

広報紙等あらゆる媒体を用いた周知 

万博のテーマに関連した集客イベント等で理解促進 

まちを“万博で飾る”シティプロモーションの実施 ほか 

○魅力ある万博の提案に資する広域的取組み 

万博期間中の関連イベントの広域開催 

万博来場者を圏域内で周遊させるのツアーの実施 

会場までの広域アクセス、関連イベント会場をつなぐアクセスの確保 

万博のレガシーを活かす施策の検討 ほか 
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大阪府における２０２５年国際博覧会の立候補及び 

開催申請について 

平成 29 年４月 11 日 

閣 議 了 解 

大阪府における国際博覧会については、２０２５年（平成３

７年）に開催することを目指し、国際博覧会に関する条約上の

立候補及び開催申請手続を進めることとする。 

本国際博覧会は、人類が諸課題に直面する中、多様な価値観

を交流させながら、人類の幸福な生き方を問い直すことで、一

人一人が自分のポテンシャルを発揮しながら心身ともに豊かさ

を感じられる、いのち輝く生き方や、そうした多様な生き方を

支え、かつ調和させる持続可能な未来の社会・経済システムを

皆でデザインすることを目的とする。        

このため、国際博覧会の立候補及び開催申請を行うにあたり、

国・関係地方公共団体・民間が協力して、その準備を進めるも

のとし、現下の厳しい財政事情を踏まえ、以下の方針を確認す

る。 

１．今後具体的な計画の策定にあたっては、国際博覧会として

適正な規模・質としつつ、費用の観点から効率性を追求するこ

と。 

２．会場建設事業については、長期的地域整備との整合性を十

分図ることとし、長期的地域整備により行われるべき土地造成、

施設整備等は会場建設事業から除外すること。 

３．会場建設費については、建設費総額に占める補助対象事業

の割合を３分の２程度とし、残余の部分は民間資金等により対

応するものとすること。 

補助対象事業の部分については、国と関係地方公共団体が同

率の割合で負担するものとすること。 

４．会場運営費は適正な入場料の設定等により賄うものとし、

国庫による負担や助成は行わないこと。 

５．国際博覧会の開催に関連する公共事業については、その必

要性等について十分な検討を行い、通常の公共事業費の中での

適切な配分により対処することとし、新たに国及び地方公共団
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体による特別の財政措置は講じないこと。 

６．国の所要経費は将来にわたり既定経費の合理化により賄う

ものとし、特別の措置は講じないこと。 

７．開催国として選ばれた場合、政府は国際博覧会に関する条

約の規定に基づき、国際博覧会の開催国の義務を果たすために

必要な措置を講ずるものとすること。 
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